
11 危害・危険に関する相談

(1) 危害に関する相談

「危害」とは、商品・役務・設備に関連して、身体にけが、病気等の疾病（危害）を受けたという相談

であるが、15年度の「危害」に関する相談は640件あり、前年度（657件）よりも若干減少している。

被害者の属性をみると 性別では 女性 が約8割 78.9％ を占め 年代別では 壮年 が60.5% 若、 「 」 （ ） 、 「 」 、「

者」が24.1%を占めている。職業別では 「給与生活者」が47.5% 「家事従事者」が31.1%を占めている。、 、

危害内容は 「皮膚障害 （243件）が最も多く、約4割を占めている。、 」

危害部位は「腹部 （69件）が最も多く、以下「大腿・下腿 （47件 「全身 （42件）と続いている。」 」 ）、 」

危害程度は 「医者にかからず （164件）が最も多く 「治療１週間未満 （143件）といった危害の比較、 」 、 」

的軽いものが多い。しかし 「治療１か月以上」が76件あることから重症につながった危害情報も寄せら、

。 、「 」（ ）、「 」れていることがわかる 危害の原因となった商品・役務は 化粧品 86件 エステティックサービス

（78件 「医療 （52件 「健康食品 （39件）等となっており、前年度と同様の傾向となっている。）、 」 ）、 」

単位：件表－62 危害に関する相談内容別件数

15 年 度 14 年 度 15 年 度 14 年 度

640 657 69 91

男 性 131 147 47 46

女 性 490 489 42 35

不 明 19 21 39 46

若 者（29歳以下） 140 204 39 40

壮 年（30～59歳） 351 339 37 134

高齢者（60歳以上） 89 69 37 41

不 明 60 45 34 41

給 与 生 活 者 266 278 33 21

自 営 ・ 自 由 業 34 37 28 26

家 事 従 事 者 174 178 23 30

学 生 28 34 19 14

無 職 58 62 17 16

そ の 他 ・ 不 明 80 68 16 12

243 226 12 17
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62 61 2 3
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(2) 危険に関する相談

「危険」とは、危害を受けたわけではないが、そのおそれがある相談である。15年度の「危険」に関す

る相談件数は129件であり、前年度と比べてやや減少している。

当事者の属性についてみると、性別では女性のほうが若干多く（57.7％ 、年代別では「壮年」が約7割）

（65.5%）を占めている。次いで「若者」が19.0% 「高齢者」が15.5%となっている。、

主な危険内容としては 「発火・引火」が最も多く（22件 「過熱・こげる （16件 「発煙・火花 （1、 ）、 」 ）、 」

5件）と続く。

主な商品・役務は 「電気暖房機器」が13件と最も多く 「自動車」が9件と続いている。、 、

表－63 危険に関する相談内容別件数

単位：件

15 年 度 14 年 度 15 年 度 14 年 度

129 147 男 性 52 77

22 34 女 性 71 59

16 19 団 体 1 3

15 17 不 明 5 8

4 15 若 者(29歳以下) 22 13

10 14 壮 年(30～59歳) 76 90

11 13 高齢者(60歳以上) 18 20

9 8 不 明 13 24

14 4 給 与 生 活 者 47 65

3 4 自 営 ・ 自 由 業 9 13
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12 商品テスト等の状況

単位：件表－64 商品テスト・技術回答の件数

255 37 27 -    153 5 11 7 14 1 

(0.3%)
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